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当社の環境活動状況を評価するために､毎年｢環境影響評価｣を実施しています｡ 

電気､水､排気ガス､紙使用使用量､廃棄物など環境活動を項目別に分類して､当社の活動で 

何が最も重要かを決めています｡こうした作業を「環境影響項目の特定」と言って､次年度の 

目標を決めるために行っています｡昨年の環境影響評価では､電気､廃棄物､教育､社会貢献 

などと並んで､自動車排気ガス削減があげられ､目標の一つとしてエコドライブを採用しました｡ 

今回の環境影響評価では､どのような結果になるかわかりませんが､環境活動の目標を決める 

重要な作業です｡一般社員の代表者にも参加していただきます｡評価にあたっては、実際の 

活動状況を数値化するなど工夫をしながら行います。結果は次年度奉告します。 

新名称ご応募ありがとうございました 

   １１月３０日に締め切りました､当社の環境情報誌AOYAGIエコに代わる新名称の募集に対し、２０件近い 

ご応募があり､深く感謝しています｡当社の環境情報誌は環境活動を始めたときに創刊し､依頼十数年に 

渡り休まず発行してきました｡内容も､社員の皆さんの環境意識向上とともに､徐々に密度の濃い内容に 

なって来ました｡様々な機関からの要請により､発行した情報誌はすべてホームページに掲載して､何方 

でも閲覧できるようにしています｡そうした状況から､更なる飛躍を目指し､また､社員の皆様に親しんでいた 

だけるようなに工夫を凝らし､これから先も継続して行きます｡内容を充実させるには､皆さんのご意見が 

重要です｡気付いたこと､感想など､これからも環境実行委員にお伝えください｡よろしくお願いします｡ 

実行委員研修で学んだ「マイクロプラスチック」報告 

 マイクロプラスチックに関するオンライン研修があり､本年度の実行委員研修の一環として､講座を 

受講しました｡数年前から比べると､かなり研究が進んでいると感じました｡最近の調査で､１９５０年の泥の 

中からマイクロプラスチックが確認され､かなり以前からプラスチックによる汚染が始まっていたことが 

判明しました｡車のタイヤが走行距離の応じ､減ることは皆さんご存知だと思います｡そのタイヤのカスは､ 

何処に行ってしまったのでしょう｡どうやら､それも堆積物の一つのようです｡最大の問題点は､日本人の 

プラスチックに対する意識の低さです｡これからも､何度もこの紙面で取り上げ報告をします｡ 

 

紙リサイクルのお話    第9回 ｢小さいサイズの紙」 

以前は､リサイクル紙の中で､A６サイズ以下の小さい紙は、リサイクル対象外と説明してきました｡ 

 最近､業者の収集方法も少し変わってきて､小さいサイズの紙でも受け取るようになってきています｡ 

ただしメモ紙のようにマジック､ボールペンで記入されている紙はリサイクルには不向きです｡一般 

ごみとして処分してください｡機密文書扱いのものもあります｡注意が必要です｡シュレッダーした 

紙のように､それだけ分別する必要もありません｡小さいサイズの紙でも､回収容器に入れてあれば 

他の紙と同じように回収します｡荷札のように針金が付いているもの､ビニールでおおわれている 

ものなどは除外です｡ 

最高責任者のコメント  ～ 世界的な気候変動 ～ 

地球温暖化がハッキリわかることとして､異常気象があげられる｡最近のニュースでも､中国の干ばつ 

 カナダの大洪水､アメリカでは季節外れのハリケーﾝと次々と襲ってくる｡日本でも線状降水帯発生で 

 大雨､土砂崩れが起きている｡何とか､温暖化の傾向を止めなければならないが､先のサミットでは､ 

 日本が未だに石炭火力発電に依存していることに対し､非難の声が上がっている｡私たちにできる 

 事は、地道な節電努力だけだ。一人一人が意識して温暖化傾向を止める努力が必要。 

２０２２年度環境目標達成状況                                                                                                                                                                                                                 

環境目標は､電気使用量 

 何とか達成できたことで 

すべて達成できました。   

 

上段の写真は､11月19日､久しぶりに偕楽園の散策会を開催しました｡好文亭の中も見学して来ました｡（11月19日撮影） 


